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線偏光に関するストークスパラメータ S1, S2 (Q,U) が， 2ωの相関画像の振幅と位相に
円偏光に関する S3 (V) （右回り円偏光と左回り円偏光の差）が， 直流分（強度画像）に















  図1  2015/08/04 の観測結果の1例。 図2  2015/08/07 の観測結果の1例。
  100ステップ走査で総露光時間408.25  100ステップ走査で総露光時間408.25
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(安藤 繁（東京大学）、花岡 庸一郞、櫻井 隆（国立天文台) 記) 
ヘリウム輝線の分光観測による彩層プラズマ診断 
 
 本研究は、可視光中性ヘリウム線のうち電子スピンの異なる2つの輝線である 6678 Å










Å , 及び He I 5876Å , 6678Åの
contribution function を図1に示す。
可視光の 6678 Å (1s2p 1P0 - 1s3d 1D)





      図 1  He輝線の contribution function 
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